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と連帯の契機｣ (井上､ 1979､ 18)とか｢農家が自己の経営を時代の荒波から守る自己防
衛手段｣ (高橋､ 1986､ 9)と指摘されてきた｡
5西尾敏男はすでに1970年代に､農業生産組織の全国的な動向として｢農作業の受委







































高橋　正郎､ 1987､ 『地域農業の組織革新』 (『食料･農業問題全集』
第4巻) ､農山漁村文化協会｡
武田　共治､ 1994､ ｢村落社会研究の再検討｣ ､安孫子麟編『日本
地主制と近代村落』､創風社｡





､ 1987､ ｢解題｣､ 『梶井功著作集第3巻』､筑波書房｡
西尾　敏男､ 1976､ ｢水稲生産組織の変遷一一･愛知県における.-1 ､
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小倉武一編『集団営農の展開』




細谷　昂､ 1968､ ｢水稲集団栽培と『部落』 -山形県庄内地方
の-事例-｣ ､村落社会研究会編『村落社会研究』第4集､塙書房｡
､ 1973､ ｢農民意識と農村社会の変革｣､ 『社会学講座4
農村社会学』､東京大学出版会｡
































､ 1978=1979､ ｢地域農業の組織化｣ ､ 『東北農業経済学会
報』昭和53年8月(『綿谷赴夫著作集第3巻』農林統計協会､所収)0
､ 1979､ ｢後記｣ ､ 『綿谷赴夫著作集第3巻』､農林統計協会｡
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